＜スポーツ研究所研修会 福岡県立スポーツ科学情報センター訪問 報告＞地域発ジュニア選手の発掘･育成･強化の取組みと大学の役割について by 高木 浩信 et al.



























































































日　時：  平成 28 年1月25日（施設見学）、26日（ミー ティング）
訪問先：  福岡県立スポーツ科学情報センタ （ー福岡県福岡市博多区東平尾公園２丁目１番４）
担当者：  高木浩信氏 （福岡県スポーツ振興センタースポーツ振興課課長）、
 森本泰史氏 （福岡県スポーツ振興センタースポーツ振興課企画情報係長）
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平成28年度 専修大学スポーツ研究所 研修会報告
所員：この事業に参加するのは、小学校の５年
生から中学３年までです。重要なのは、保護者
のかかわり方だと思います。保護者に対する
アプローチはどのようになっていますか？
高木：定期的には行っているのですが、なかな
か浸透はできていない印象を受けています。講
習などを行った際には情報等は持って帰って
もらうようにはしています。しかし、やはり自
分の子どもに、現時点のメリットのあることし
か興味がないため、なかなか賛同を得ることが
難しい現状があります。保護者に対してのプ
ログラムは、子どもとの関わりなどの戦略的な
ものがあるので、子どもたちには聞かせたくな
いものもあります。そうなると時間を別に確保
せねばならず、そこも難しい課題です。
　また、今現在行っているタレント発掘事業
は、県から依頼された委託業務・指定管理業務
には含まれておらず、指定管理者が独自に行
っている自主事業になります。本来は、測定業
務やスクール開催、トレーニング室、ホームペ
ージ管理及び情報発信などに力を入れなけれ
ばなりません。その一方、タレント発掘事業に
は膨大な時間と手間がかかります。日誌を添削
するだけでも時間がかかったり、プログラムの
内容を当番でレポート化してブログにアップ
したり、講師とのうち合わせがあったりと。そ
の間に定期的な会議やイベント、旅費やその
他経費の申請などまで行わなくてはなりませ
ん。
所員：日本のこれまでのスポーツのシステムか
ら考えると、タレント発掘事業の浸透にはまだ
時間を要するのかもしれません。これから、こ
の事業で取り組んでいきたいことはあります
か？
高木：このプロジェクトを通じて指導者の意識
を変えていきたいです。現在の指導者は、自分
が指導したことに対して恩返しをしてほしい、
恩返しをするのが義務だと考える傾向はある
でしょう。子どもへの関心が高い指導者ほど、
どうしてもアスリ トーとして自分の手で完成さ
せたいという心理が働いてしまいます。しか
し、そうではなく自分が関わった子どもがその
後どうなったかを見てもらいたい。その関わる
時期を終えた後にどのような競技にかかわり、
どのようなスポーツ経験を積んでいくのか、ま
たそのプロセスから、どのようなキャリアを歩
んでいくのか、そこに楽しさと責任を感じても
らいたいと思います。
　先生という仕事は、人からダイレクトに感謝
をもらえることに楽しさがあると言えると思い
ます。例を挙げるとするならば、大会で優勝し
た時の子供たちの喜びを見ることで、日ごろの
成果を見せてもらえることで、先生は楽しさや
嬉しさを感じることができます。しかし、それ
は自分が直接指導した期間だけしか感謝を受
ける場面がない、ということになります。直接
指導する期間が終わった後の子どものことを
気にかけ、将来を考えた指導を行っていくこと
によって、自分の手を離れた後でも感謝される
機会は増えてくるはずです。これからは指導を
受ける側が指導者を選ぶ時代ですので、結果
としてそのような先生が多くの子供たちから
も支持を得られるのではと思います。
　また、競技選択においてもその子が可能性
を求めて競技変更をするのか、妥協して競技
を変更するのかにも大きな違いが生じてきま
す。その子の能力的に他の競技の方が伸びる
かもしれないと感じるならば、勇気を出して競
技変更を勧めることも指導者の重要な役割と
なってきます。これには子どもの能力を正しく
判断する目を身に付けなければなりませんが、
新しい才能を見つけ出すチャンスにもなって
きます。ただし、ここで指導者側から見て生徒
を見捨てた、保護者側から見て自分の子供の
能力の限界を告げられたと感じるのは大きな
間違いです。どうしても、こう感じることがあ
るでしょう。この考えをなくし、自分の活躍で
きる場をみんなで探していくという意識を広
めていけるようにしたいと思っています。
　この事業において、徐々に関わってくれる指
導者の方との関係が深まってきました。そこ
で、今度は福岡県タレント発掘のコーチの集ま
り（コーチャーズ）を作って、学年や競技の枠
を超えて、「僕たちでオリンピアンを作ろう」と
いうコンセプトで中核を担うようなグループ
を作っていくことも考えています。そこで、こ
れまでに以上に挙げたような考え方を発信し、
広め、その考えを持ち帰ってもらうことで、将
来活躍する子供たちが福岡で増えていけばい
いと思っています。
　タレント発掘事業を県だけではなく、競技団
体が独自に発掘事業を行う動きも出てきまし
た。競技団体ごとでタレント発掘・育成を行
っていくことで、そこから選考・推薦された子
どもたちがプログラムを受けて、最終的に競技
団体の財産として残すことができるようにな
れば理想的であり、それが福岡の新しいスタイ
ルなのではないかと考えています。
福岡県立スポーツ科学情報センター内にはスポーツ医科学の専門スタッフが常駐し、
体力測定や専門的なフィー ドバックが行われている。
国際大会も開催されるアリーナは、震災で天井の一部が壊れ現在改修が進んでいる。
東京オリンピック2020のキャンプ地にも使用される予定がある。
